
(57)【要約】

【課題】　本発明は、薬液成分に影響されずにリンス処

理までの移行を速やかに行い、ポリマーや薬液の残留を

抑制することにより基板上の欠陥を減らすことができる

枚葉式洗浄方法及びその洗浄装置を提供するものである

。

【解決手段】　本発明の枚葉式洗浄方法は、被洗浄基板

３０を回転させながら薬液８・リンス液１４で洗浄する

枚葉式洗浄方法であって、薬液用ノズル１０を前記被洗

浄基板３０上に移動して薬液処理した後、前記薬液用ノ

ズル１０の移動に干渉しない位置に固定して配置したリ

ンス用ノズル１６からリンス液１４を吐出して前記被洗

浄基板３０をリンス処理する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 洗 浄 基 板 を 回 転 さ せ な が ら 薬 液 ・ リ ン ス 液 で 洗 浄 す る 枚 葉 式 洗 浄 方 法 で あ っ て 、
　 薬 液 用 ノ ズ ル を 前 記 被 洗 浄 基 板 上 に 移 動 し て 薬 液 処 理 し た 後 、
　 前 記 薬 液 用 ノ ズ ル の 移 動 に 干 渉 し な い 位 置 に 固 定 し て 配 置 し た リ ン ス 用 ノ ズ ル か ら リ ン
ス 液 を 吐 出 し て 前 記 被 洗 浄 基 板 を リ ン ス 処 理 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 枚 葉 式 洗 浄 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 リ ン ス 用 ノ ズ ル を 複 数 設 け 、
　 前 記 複 数 の う ち の 、 少 な く と も １ つ の リ ン ス 用 ノ ズ ル か ら の リ ン ス 液 を 前 記 被 洗 浄 基 板
の 中 心 部 分 に 吐 出 し 、
　 前 記 他 の リ ン ス 用 ノ ズ ル か ら の リ ン ス 液 を 、 前 記 被 洗 浄 基 板 の 半 径 方 向 の 中 間 部 分 に 吐
出 し て リ ン ス 処 理 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 枚 葉 式 洗 浄 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 被 洗 浄 基 板 に 対 す る 薬 液 処 理 か ら リ ン ス 処 理 に 移 行 す る ま で の 時 間 Ｔ は 、 ０ ． ５ 秒
≦ Ｔ ≦ １ ． ５ 秒 に す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 枚 葉 式 洗 浄 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 リ ン ス 用 ノ ズ ル か ら 吐 出 す る リ ン ス 液 の 吐 出 流 量 Ｍ を 、 ４ ０ ０ ｍ ｌ ／ 分 ≦ Ｍ ≦ １ ０
０ ０ ｍ ｌ ／ 分 に す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 枚 葉 式 洗 浄 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 被 洗 浄 基 板 の 回 転 数 Ｎ を 、 １ ５ ０ ｒ ｐ ｍ ≦ Ｎ ≦ １ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ に す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 枚 葉 式 洗 浄 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 リ ン ス 液 は 、 純 水 ま た は ２ － プ ロ パ ノ ー ル を 用 い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 枚 葉 式 洗 浄 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 被 洗 浄 基 板 を 回 転 さ せ な が ら 薬 液 ・ リ ン ス 液 で 洗 浄 す る 枚 葉 式 洗 浄 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 被 洗 浄 基 板 を 保 持 し て 回 転 す る 基 板 保 持 手 段 と 、 待 機 位 置 と 前 記 被 洗 浄 基 板 上 の 中
心 部 間 を 移 動 す る 薬 液 用 ノ ズ ル と 、
　 前 記 薬 液 用 ノ ズ ル の 移 動 に 干 渉 し な い 位 置 に 固 定 し て 配 置 し た リ ン ス 用 ノ ズ ル と を 備 え
る
　 こ と を 特 徴 と す る 枚 葉 式 洗 浄 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 リ ン ス 用 ノ ズ ル が 複 数 設 け ら れ 、
　 前 記 複 数 の う ち の 少 な く と も １ つ の リ ン ス 用 ノ ズ ル が 、 前 記 被 洗 浄 基 板 の 中 心 部 に 向 け
て 配 置 さ れ 、
　 前 記 他 方 の リ ン ス 用 ノ ズ ル が 、 前 記 被 洗 浄 基 板 の 半 径 方 向 の 中 間 部 分 に 向 け て 配 置 さ れ
る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 枚 葉 式 洗 浄 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 被 洗 浄 基 板 に 対 す る 薬 液 処 理 か ら リ ン ス 処 理 に 移 行 す る 時 間 Ｔ が 、 ０ ． ５ 秒 ≦ Ｔ ≦
１ ． ５ 秒 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 枚 葉 式 洗 浄 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 リ ン ス 用 ノ ズ ル か ら 吐 出 す る リ ン ス 液 の 吐 出 流 量 Ｍ が 、 ４ ０ ０ ｍ ｌ ／ 分 ≦ Ｍ ≦ １ ０
０ ０ ｍ ｌ ／ 分 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 枚 葉 式 洗 浄 装 置 。
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【 請 求 項 １ １ 】
前 記 被 洗 浄 基 板 の 回 転 数 Ｎ が 、 １ ５ ０ ｒ ｐ ｍ ≦ Ｎ ≦ １ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 枚 葉 式 洗 浄 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 リ ン ス 液 は 、 純 水 ま た は ２ － プ ロ パ ノ ー ル で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 枚 葉 式 洗 浄 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 基 板 を 洗 浄 す る 枚 葉 式 洗 浄 方 法 及 び そ の 実 施 に 用 い る 枚 葉 式 洗 浄 装 置 に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば Ｌ Ｓ Ｉ （ 大 規 模 半 導 体 集 積 回 路 ） で は 、 そ の 微 細 化 に よ り 、 素 子 の 高 速 化 、 低 消
費 電 力 化 が 進 ん で い る 。 そ の 際 、 Ｌ Ｓ Ｉ の 配 線 形 成 に お い て は 、 配 線 抵 抗 の 低 減 及 び 配 線
容 量 の 確 保 を す る た め に 、 配 線 に 銅 （ Cu） を 用 い た り 、 さ ら に 、 配 線 間 の 絶 縁 膜 に 低 誘 電
率 材 料 で あ る 、 一 般 的 に Ｌ ｏ ｗ － ｋ 膜 と 呼 ば れ て い る 材 料 が 検 討 さ れ て い る 。 ま た 、 近 年
で は Ｌ ｏ ｗ － ｋ 膜 の 低 誘 電 率 化 が 進 ん で お り 、 多 孔 質 素 材 の 開 発 が 加 速 さ れ て い る 。
　 一 般 的 に 、 こ の 銅 を 用 い る 配 線 形 成 に は 、 ダ マ シ ン （ Damascene） 法 を 用 い て Ｌ ｏ ｗ －
ｋ 膜 に 配 線 形 状 の 溝 を 形 成 し 、 そ の 配 線 形 状 の 溝 に バ リ ア メ タ ル 及 び 銅 メ ッ キ 層 を 埋 め 込
ん だ 後 、 表 面 の 余 分 な 銅 メ ッ キ 層 を Ｃ Ｍ Ｐ （ 化 学 機 械 研 磨 ） に よ り 除 去 し て 形 成 し て い る
。
　 そ の 配 線 溝 作 成 の 際 の ド ラ イ エ ッ チ ン グ 工 程 で 加 工 残 渣 物 （ 以 下 、 ポ リ マ ー と い う ） が
発 生 し て し ま う 。 こ の ポ リ マ ー を 除 去 す る 目 的 で 洗 浄 処 理 工 程 が 行 わ れ る 。 近 年 、 こ の 洗
浄 処 理 の 工 程 で は 枚 葉 化 が 進 み 、 基 板 上 の ポ リ マ ー を 剥 離 す る 薬 液 と し て 有 機 溶 剤 も し く
は 、 有 機 酸 等 の 添 加 物 を 含 有 し た 有 機 系 薬 液 を 用 い 、 回 転 す る シ リ コ ン 基 板 上 に 吐 出 さ せ
て ポ リ マ ー の 除 去 を 行 っ て い る 。 そ の 後 、 リ ン ス 液 （ 純 水 を 含 む ） に よ る リ ン ス 処 理 の 工
程 を 行 う こ と に よ り シ リ コ ン 基 板 上 に 残 留 す る 薬 液 成 分 を 除 去 し 、 乾 燥 処 理 と し て ス ピ ン
に よ る 振 り 切 り で の 乾 燥 を 行 い 次 工 程 の 作 業 に 送 る の が 一 般 的 で あ る 。 こ の よ う な 洗 浄 装
置 と し て は 、 例 え ば 特 許 文 献 １ の よ う に ポ リ マ ー 除 去 を 目 的 と し た 枚 葉 式 洗 浄 装 置 な ど が
提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ７ は 、 従 来 の 標 準 的 な 枚 葉 式 洗 浄 装 置 の 概 略 的 な 断 面 図 、 図 ８ は そ の 要 部 の 平 面 図 で
あ る 。 こ の 枚 葉 式 洗 浄 装 置 １ ０ １ は 、 チ ャ ン バ ー １ ３ １ 内 に 、 洗 浄 す べ き 基 板 す な わ ち 被
洗 浄 基 板 、 本 例 で は シ リ コ ン 半 導 体 基 板 １ ３ ０ を 保 持 す る 基 板 保 持 手 段 １ ０ ５ と 、 薬 液 １
０ ８ を 吐 出 す る 薬 液 用 ノ ズ ル を 有 す る 薬 液 供 給 手 段 １ １ ２ と 、 リ ン ス 液 １ １ ４ を 吐 出 す る
リ ン ス 用 ノ ズ ル １ １ ６ を 有 す る リ ン ス 供 給 手 段 １ １ ８ が 設 け ら れ て 成 る 。 基 板 保 持 手 段 １
０ ５ は 、 半 導 体 基 板 １ ３ ０ を 真 空 吸 着 で 保 持 す る た め の 真 空 チ ャ ッ ク １ ０ ６ を 有 し 、 モ ー
タ １ ０ ７ に よ り 回 転 可 能 に 構 成 さ れ る 。 薬 液 供 給 手 段 １ １ ２ は 、 モ ー タ １ １ ３ に よ っ て 半
導 体 基 板 面 に 平 行 す る 面 内 で 回 動 し 得 る ア ー ム １ １ １ の 先 端 に 薬 液 用 ノ ズ ル １ １ ０ を 設 け
て 構 成 さ れ る 。 リ ン ス 液 供 給 手 段 １ １ ８ は 、 半 導 体 基 板 １ ３ ０ を 挟 ん で 薬 液 供 給 手 段 １ １
８ と 対 向 し た 位 置 に 配 置 さ れ 、 モ ー タ １ １ ９ に よ っ て 半 導 体 基 板 面 に 平 行 す る 面 内 で 回 動
し 得 る ア ー ム １ １ １ の 先 端 に リ ン ス 用 ノ ズ ル １ １ ６ を 設 け て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 薬 液 用 ノ ズ ル １ １ ０ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 半 導 体 基 板 １ ３ ０ の 中 心 部 分 と 半 導 体 基 板
１ ３ ０ の 外 側 の 待 機 位 置 間 を 回 動 す る ア ー ム １ １ １ に よ り 破 線 で 示 す 軌 跡 ａ に 沿 っ て 移 動
す る よ う に な さ れ る 。 リ ン ス 液 用 ノ ズ ル １ １ ６ は 、 薬 液 用 ノ ズ ル １ １ ０ と 同 様 に 、 半 導 体
基 板 １ ３ ０ の 中 心 部 分 と 半 導 体 基 板 １ ３ ０ の 外 側 の 待 機 位 置 間 を 回 動 す る ア ー ム １ １ ７ に
よ り 図 ８ の 実 線 で 示 す 軌 跡 ｂ に 沿 っ て 移 動 す る よ う に な さ れ る 。 さ ら に 、 リ ン ス 用 ノ ズ ル
１ １ ６ は 、 ア ー ム １ １ ７ と 共 に 、 薬 液 用 ノ ズ ル １ １ ０ と 干 渉 し な い よ う に 上 下 方 向 に 移 動
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可 能 に な さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 基 板 保 持 手 段 １ ０ ５ に は 、 洗 浄 時 の 薬 液 、 リ ン ス 液 の 排 液 を 受 け る カ ッ プ １ ２ ０ が 配 置
さ れ 、 排 液 が 排 液 口 １ ２ １ よ り 排 液 用 バ ル ブ １ ２ ２ を 通 じ て ド レ ン １ ２ ４ に 排 出 で き よ う
に な さ れ て い る 。 チ ャ ン バ ー １ ３ １ に は 、 半 導 体 基 板 １ ３ ０ の 搬 出 入 口 １ ０ ２ が 開 閉 可 能
に 設 け ら れ る 。 薬 液 １ ０ ８ は 、 薬 液 用 バ ル ブ １ ０ ９ を 通 じ て 薬 液 用 ノ ズ ル １ １ ０ に 供 給 さ
れ る 。 リ ン ス 液 １ １ ４ は 、 リ ン ス 液 用 バ ル ブ １ １ ５ を 通 じ て リ ン ス 用 ノ ズ ル １ １ ６ に 供 給
さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 枚 葉 式 洗 浄 装 置 １ ０ １ を 用 い て 半 導 体 基 板 １ ３ ０ を 洗 浄 す る 場 合 に は 、 搬 出 入 口 １
０ ２ よ り 洗 浄 処 理 す る 被 洗 浄 基 板 １ ３ ０ を チ ャ ン バ ー １ ３ １ 内 に 搬 送 し て 、 基 板 保 持 手 段
１ ０ ５ の 真 空 チ ャ ッ ク １ ０ ５ で 基 板 １ ３ ０ を 保 持 す る 。 モ ー タ １ ０ ７ を 用 い て 半 導 体 基 板
１ ３ ０ を 回 転 さ せ た 状 態 で 、 薬 液 供 給 手 段 １ １ ２ の ア ー ム １ １ １ を 待 機 位 置 よ り 回 動 し て
薬 液 用 ノ ズ ル １ １ ０ を 半 導 体 基 板 １ ３ ０ の 中 心 部 分 に 移 動 さ せ 、 薬 液 用 ノ ズ ル １ １ ０ か ら
薬 液 １ ０ ８ を 吐 出 さ せ て 半 導 体 基 板 １ ３ ０ 上 の ポ リ マ ー を 剥 離 す る 。 そ の 後 、 ア ー ム １ １
１ を 回 動 さ せ て 薬 液 用 ノ ズ ル １ １ ０ を 待 機 位 置 に 戻 す 。 続 い て 、 リ ン ス 液 供 給 手 段 １ １ ８
の ア ー ム １ １ ７ を 待 機 位 置 よ り 回 動 し て リ ン ス 用 ノ ズ ル １ １ ６ を 半 導 体 基 板 １ ３ ０ の 中 心
部 分 に 移 動 し 、 さ ら に ア ー ム １ １ ６ を 降 下 さ せ て リ ン ス 用 ノ ズ ル １ １ ６ を 半 導 体 基 板 １ ３
０ 上 の 所 要 位 置 ま で 移 動 さ せ る 。 そ の 位 置 で リ ン ス 用 ノ ズ ル １ １ ６ か ら リ ン ス 液 １ １ ４ 、
例 え ば 純 水 を 半 導 体 基 板 １ ３ ０ 上 に 吐 出 し て リ ン ス 処 理 を 行 う 。 リ ン ス 処 理 し た 後 、 ア ー
ム １ １ ７ を 上 昇 さ せ 、 回 動 し て リ ン ス 用 ノ ズ ル １ １ ６ を 待 機 位 置 に 戻 す 。 こ れ に よ っ て 半
導 体 基 板 １ ３ ０ へ の 洗 浄 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ３ ４ ３ ４ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 薬 液 処 理 の 工 程 か ら リ ン ス 液 処 理 の 工 程 に 移 行 す る 際 に 、 薬 液 の 吐 出 終
了 後 、 薬 液 用 ノ ズ ル １ １ ０ を 半 導 体 基 板 １ ３ ０ の 中 心 か ら 待 機 位 置 に 移 動 す る の に ４ 秒 間
、 さ ら に 、 リ ン ス 用 ノ ズ ル １ １ ６ が 待 機 位 置 か ら 半 導 体 基 板 １ ３ ０ の 中 心 ま で 移 動 す る の
に ４ 秒 間 か か り 、 す な わ ち 薬 液 １ ０ ８ の 吐 出 を 終 了 し て か ら リ ン ス 液 １ １ ４ の 吐 出 を 開 始
す る ま で 、 ト ー タ ル ８ 秒 間 も 待 機 す る 状 態 と な っ て い る 。 こ の 各 ノ ズ ル １ １ １ 及 び １ １ ６
同 士 の 干 渉 を 避 け る た め に 移 行 時 間 が 制 限 さ れ て し ま い 、 処 理 の 移 行 時 間 中 に 薬 液 成 分 で
あ る 有 機 溶 剤 及 び 有 機 酸 等 の 添 加 物 が 揮 発 す る こ と に よ り 、 半 導 体 基 板 １ ３ ０ 上 に ド ラ イ
エ ッ チ ン グ 時 の ポ リ マ ー が 除 去 さ れ ず に 残 っ て し ま う 。 あ る い は 、 薬 液 か ら リ ン ス 処 理 ま
で の 移 行 時 間 が 長 く な る と 、 薬 液 １ ０ ８ が 半 導 体 基 板 １ ３ ０ 上 で 乾 燥 し て し ま い リ ン ス 処
理 の 工 程 時 で も 薬 液 成 分 が 除 去 で き な く な る た め 、 薬 液 残 を 発 生 し て し ま う 。 こ れ ら の 問
題 点 に よ っ て 、 半 導 体 基 板 上 に 形 成 さ れ る 半 導 体 素 子 の 特 性 に 悪 い 影 響 を 与 え て し ま い 、
歩 留 り 低 下 を 招 く 虞 れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の 点 に 鑑 み 、 薬 液 成 分 に 影 響 さ れ ず に リ ン ス 処 理 ま で の 移 行 を 速 や か に
行 い 、 ポ リ マ ー や 薬 液 の 残 留 を 抑 制 す る こ と に よ り 基 板 上 の 欠 陥 を 減 ら す こ と が で き る 枚
葉 式 洗 浄 方 法 及 び そ の 洗 浄 装 置 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 枚 葉 式 洗 浄 方 法 は 、 被 洗 浄 基 板 を 回 転 さ せ な が ら 薬 液 ・ リ ン ス 液 で 洗 浄 す る 枚
葉 式 洗 浄 方 法 で あ っ て 、 薬 液 用 ノ ズ ル を 前 記 被 洗 浄 基 板 上 に 移 動 し て 薬 液 処 理 し た 後 、 前
記 薬 液 用 ノ ズ ル の 移 動 に 干 渉 し な い 位 置 に 固 定 し て 配 置 し た リ ン ス 用 ノ ズ ル か ら リ ン ス 液
を 吐 出 し て 前 記 被 洗 浄 基 板 を リ ン ス 処 理 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 前 記 リ ン ス 用 ノ ズ ル を 複 数 設 け 、 前 記 複 数 の う ち の 、 少 な く と も １ つ の リ ン ス 用 ノ ズ ル
か ら の リ ン ス 液 を 前 記 被 洗 浄 基 板 の 中 心 部 分 に 吐 出 し 、 前 記 他 の リ ン ス 用 ノ ズ ル か ら の リ
ン ス 液 を 、 前 記 被 洗 浄 基 板 の 半 径 方 向 の 中 間 部 分 に 吐 出 し て リ ン ス 処 理 す る こ と が 好 ま し
い 。 ま た 、 前 記 被 洗 浄 基 板 に 対 す る 薬 液 処 理 か ら リ ン ス 処 理 に 移 行 す る ま で の 時 間 Ｔ は 、
０ ． ５ 秒 ≦ Ｔ ≦ １ ． ５ 秒 に す る こ と が 好 ま し い 。 さ ら に 、 前 記 リ ン ス 用 ノ ズ ル か ら 吐 出 す
る リ ン ス 液 の 吐 出 流 量 Ｍ を 、 ４ ０ ０ ｍ ｌ ／ 分 ≦ Ｍ ≦ １ ０ ０ ０ ｍ ｌ ／ 分 に す る こ と が 好 ま し
い 。 前 記 被 洗 浄 基 板 の 回 転 数 Ｎ を 、 １ ５ ０ ｒ ｐ ｍ ≦ Ｎ ≦ １ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ に す る こ と が 好 ま
し い 。 前 記 リ ン ス 液 は 、 純 水 ま た は ２ － プ ロ パ ノ ー ル を 用 い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 枚 葉 式 洗 浄 装 置 は 、 被 洗 浄 基 板 を 回 転 さ せ な が ら 薬 液 ・ リ ン ス 液 で 洗 浄 す る 枚
葉 式 洗 浄 装 置 で あ っ て 、 前 記 被 洗 浄 基 板 を 保 持 し て 回 転 す る 基 板 保 持 手 段 と 、 待 機 位 置 と
前 記 被 洗 浄 基 板 上 の 中 心 部 間 を 移 動 す る 薬 液 用 ノ ズ ル と 、 前 記 薬 液 用 ノ ズ ル の 移 動 に 干 渉
し な い 位 置 に 固 定 し て 配 置 し た リ ン ス 用 ノ ズ ル と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 リ ン ス 用 ノ ズ ル が 複 数 設 け ら れ 、 前 記 複 数 の う ち の 少 な く と も １ つ の リ ン ス 用 ノ ズ
ル が 、 前 記 被 洗 浄 基 板 の 中 心 部 に 向 け て 配 置 さ れ 、 前 記 他 方 の リ ン ス 用 ノ ズ ル が 、 前 記 被
洗 浄 基 板 の 半 径 方 向 の 中 間 部 分 に 向 け て 配 置 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 前 記 被 洗 浄 基
板 に 対 す る 薬 液 処 理 か ら リ ン ス 処 理 に 移 行 す る 時 間 Ｔ が 、 ０ ． ５ 秒 ≦ Ｔ ≦ １ ． ５ 秒 で あ る
こ と が 好 ま し い 。 前 記 リ ン ス 用 ノ ズ ル か ら 吐 出 す る リ ン ス 液 の 吐 出 流 量 Ｍ が 、 ４ ０ ０ ｍ ｌ
／ 分 ≦ Ｍ ≦ １ ０ ０ ０ ｍ ｌ ／ 分 で あ る こ と が 好 ま し い 。 前 記 被 洗 浄 基 板 の 回 転 数 Ｎ が 、 １ ５
０ ｒ ｐ ｍ ≦ Ｎ ≦ １ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ で あ る こ と が 好 ま し い 。 前 記 リ ン ス 液 は 、 純 水 ま た は ２ －
プ ロ パ ノ ー ル で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 枚 葉 式 洗 浄 方 法 で は 、 薬 液 用 ノ ズ ル を 被 洗 浄 基 板 上 に 移 動 し て 薬 液 処 理 し た 後
、 薬 液 用 ノ ズ ル の 移 動 に 干 渉 し な い 位 置 に 固 定 し て 配 置 し た リ ン ス 用 ノ ズ ル か ら リ ン ス 液
を 吐 出 し て 被 洗 浄 基 板 を リ ン ス 処 理 す る こ と に よ り 、 薬 液 吐 出 後 、 リ ン ス 液 の 吐 出 開 始 ま
で の 時 間 を 縮 め る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 薬 液 成 分 の 揮 発 が 抑 え ら れ 、 被 洗 浄 基 板 上
の 有 機 残 渣 物 が 除 去 さ れ る 。 ま た 、 移 行 時 間 が 短 縮 さ れ る の で 、 薬 液 残 に よ る 欠 陥 の 増 殖
を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 枚 葉 式 洗 浄 装 置 で は 、 薬 液 用 ノ ズ ル の 移 動 に 干 渉 し な い 位 置 に 固 定 し て リ ン ス
用 ノ ズ ル を 設 け る た め 、 薬 液 吐 出 後 、 リ ン ス 液 の 吐 出 開 始 ま で の 時 間 を 縮 め る こ と が で き
る 。 こ の 薬 液 処 理 と リ ン ス 処 理 の 移 行 時 間 の 短 縮 に よ り 、 薬 液 成 分 の 揮 発 を 抑 え 、 被 洗 浄
基 板 上 の 有 機 残 渣 物 の 良 好 な 除 去 を 可 能 に し 、 ま た 、 薬 液 残 に よ る 欠 陥 の 増 殖 を 防 ぐ こ と
が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 枚 葉 式 洗 浄 方 法 に よ れ ば 、 被 洗 浄 基 板 に 対 す る 洗 浄 を 確 実 に 行 う こ と が で き 、
基 板 洗 浄 の 歩 留 り 、 さ ら に 、 こ の 基 板 を 用 い て 作 製 し た 製 品 の 歩 留 り を 向 上 す る こ と が で
き る 。 ま た 、 基 板 洗 浄 の 信 頼 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 リ ン ス 用 ノ ズ ル を 複 数 設 け 、 少 な く と も １ つ の リ ン ス 用 ノ ズ ル か ら の リ ン ス 液 を 被 洗 浄
基 板 の 中 心 部 分 に 吐 出 し 、 他 の リ ン ス 用 ノ ズ ル か ら の リ ン ス 液 を 被 洗 浄 基 板 の 半 径 方 向 の
中 間 部 分 に 吐 出 す る こ と に よ り 、 リ ン ス 液 を 被 洗 浄 基 板 の 表 面 全 域 に 均 一 に 供 給 す る こ と
が で き る 。
　 被 洗 浄 基 板 に 対 す る 薬 液 処 理 か ら リ ン ス 処 理 に 移 行 す る ま で の 時 間 Ｔ を ０ ． ５ 秒 ～ １ ．
５ 秒 に す る こ と に よ り 、 移 行 時 間 が 大 幅 に 短 縮 さ れ 、 良 好 な 洗 浄 を 行 う こ と が で き る 。
　 リ ン ス 用 ノ ズ ル か ら 吐 出 す る リ ン ス 液 の 吐 出 流 量 Ｍ を 、 ４ ０ ０ ｍ ｌ ／ 分 ～ １ ０ ０ ０ ｍ ｌ
／ 分 に す る こ と に よ り 、 有 機 残 渣 物 の 数 （ い わ ゆ る 欠 陥 数 ） を 低 減 す る こ と が で き る 。
　 被 洗 浄 基 板 の 回 転 数 Ｎ を １ ５ ０ ｒ ｐ ｍ ～ １ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ に す る こ と に よ り 、 有 機 残 渣 物
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の 数 （ い わ ゆ る 欠 陥 数 ） を 低 減 す る こ と が で き る 。
　 リ ン ス 液 と し て 、 純 水 ま た は ２ ー プ ロ パ ノ ー ル を 用 い る こ と に よ り 、 リ ン ス 処 理 を 良 好
に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 枚 葉 式 洗 浄 装 置 に よ れ ば 、 被 洗 浄 基 板 に 対 す る 洗 浄 処 理 を 確 実 に 行 う こ と が で
き る 。 し た が っ て 、 基 板 洗 浄 の 歩 留 り や 信 頼 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 リ ン ス 用 ノ ズ ル を 複 数 設 け 、 少 な く と も １ つ の リ ン ス 用 ノ ズ ル を 被 洗 浄 基 板 の 中 心 部 分
に 向 け て 配 置 し 、 他 の リ ン ス 用 ノ ズ ル を 被 洗 浄 基 板 の 半 径 方 向 の 中 間 部 分 に 向 け て 配 置 す
る こ と の よ り 、 リ ン ス 液 を 被 洗 浄 基 板 の 表 面 全 域 に 均 一 に 供 給 す る こ と が で き 、 リ ン ス 処
理 を 良 好 に す る 。
　 被 洗 浄 基 板 に 対 す る 薬 液 処 理 か ら リ ン ス 処 理 に 移 行 す る ま で の 時 間 Ｔ を ０ ． ５ 秒 ～ １ ．
５ 秒 に 設 定 す る こ と に よ り 、 移 行 時 間 を 大 幅 に 短 縮 し 、 良 好 な 洗 浄 を 行 う こ と が で き る 。
　 リ ン ス 用 ノ ズ ル か ら 吐 出 す る リ ン ス 液 の 吐 出 流 量 Ｍ を 、 ４ ０ ０ ｍ ｌ ／ 分 ～ １ ０ ０ ０ ｍ ｌ
／ 分 に 設 定 す る こ と に よ り 、 有 機 残 渣 物 の 数 （ い わ ゆ る 欠 陥 数 ） を 低 減 す る こ と が で き る
。
　 被 洗 浄 基 板 の 回 転 数 Ｎ を １ ５ ０ ｒ ｐ ｍ ～ １ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ に 設 定 す る こ と に よ り 、 有 機 残
渣 物 の 数 （ い わ ゆ る 欠 陥 数 ） を 低 減 す る こ と が で き る 。
　 リ ン ス 液 と し て 、 純 水 ま た は ２ ー プ ロ パ ノ ー ル を 用 い る こ と に よ り 、 良 好 な リ ン ス 処 理
を 可 能 に す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 枚 葉 式 洗 浄 装 置 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 概 略 構 成 図 で あ る 。 図 ２ Ａ
， Ｂ は 、 図 １ の 要 部 の 平 面 図 及 び そ の 側 面 図 で あ る 。
　 チ ャ ン バ ー ３ １ 内 に 、 洗 浄 す べ き 基 板 す な わ ち 被 洗 浄 基 板 、 本 例 で は シ リ コ ン 半 導 体 基
板 ３ ０ を 保 持 す る 基 板 保 持 手 段 ５ と 、 薬 液 ８ を 吐 出 す る 薬 液 用 ノ ズ ル を 有 す る 薬 液 供 給 手
段 １ ２ と 、 リ ン ス 液 １ ４ を 吐 出 す る リ ン ス 用 ノ ズ ル １ ６ を 有 す る リ ン ス 供 給 手 段 １ ８ が 設
け ら れ て 成 る 。 基 板 保 持 手 段 ５ は 、 半 導 体 基 板 ３ ０ を 真 空 吸 着 で 保 持 す る た め の 真 空 チ ャ
ッ ク ６ を 有 し 、 モ ー タ ７ に よ り 回 転 可 能 に 構 成 さ れ る 。 薬 液 供 給 手 段 １ ２ は 、 モ ー タ １ ３
に よ っ て 半 導 体 基 板 面 に 平 行 す る 面 内 で 回 動 し 得 る ア ー ム １ １ の 先 端 に 薬 液 用 ノ ズ ル １ ０
を 設 け て 構 成 さ れ る 。 薬 液 用 ノ ズ ル １ ０ は 、 図 ２ Ａ に 示 す よ う に 、 半 導 体 基 板 ３ ０ の 中 心
部 分 と 半 導 体 基 板 ３ ０ の 外 側 の 待 機 位 置 間 を 回 動 す る ア ー ム １ １ に よ り 破 線 で 示 す 軌 跡 ａ
に 沿 っ て 移 動 す る よ う に な さ れ る （ 図 ２ Ａ 参 照 ） 。
　 リ ン ス 液 供 給 手 段 １ ８ は 、 複 数 、 本 例 で は ２ つ の リ ン ス 用 ノ ズ ル １ ６ ［ １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ
］ を 有 す る 。 こ の ２ つ の リ ン ス 用 ノ ズ ル １ ６ ［ １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ ］ は 、 薬 液 用 ノ ズ ル １ ０ の
移 動 に 干 渉 し な い 位 置 、 す な わ ち 洗 浄 す べ き 半 導 体 基 板 ３ ０ の 外 側 に 位 置 に 固 定 し て 配 置
さ れ る 。 ２ つ の リ ン ス 用 ノ ズ ル １ ６ の う ち 、 一 方 の リ ン ス 用 ノ ズ ル １ ６ Ａ は 、 半 導 体 基 板
３ ０ の 中 央 部 分 に 向 け て 配 置 さ れ 、 他 方 の リ ン ス 用 ノ ズ ル １ ６ Ｂ は 、 半 導 体 基 板 ３ ０ の 半
径 方 向 の 中 間 部 分 に 向 け て 配 置 さ れ る （ 図 ２ Ａ 参 照 ） 。 リ ン ス 用 ノ ズ ル １ ６ Ｂ は 、 例 え ば
半 径 方 向 の 約 １ ／ ２ の 中 間 部 分 に 向 け て 配 置 す る こ と が で き る 。 ８ イ ン チ 及 び １ ０ イ ン チ
の 半 導 体 基 板 の 場 合 に は 、 リ ン ス 用 ノ ズ ル １ ６ Ｂ は 、 半 径 方 向 に 基 板 中 心 よ り １ ２ ０ ｍ ｍ
～ １ ７ ０ ｍ の 位 置 に 向 け て 配 置 す る こ と が で き る 。 ま た 、 両 リ ン ス 用 ノ ズ ル １ ６ ［ １ ６ Ａ
， １ ６ Ｂ ］ は 、 半 導 体 基 板 ３ ０ に 対 す る 吐 出 角 度 θ １ が ３ ０ ° 以 上 、 ５ ０ ° 以 下 と な る よ
う に 配 置 さ れ る （ 図 ２ Ｂ 参 照 ） 。 リ ン ス 用 ノ ズ ル １ ６ の 本 数 は 、 リ ン ス 処 理 の 効 率 に よ っ
て 、 さ ら に ２ 本 以 上 設 け て も よ い 。 ま た 、 １ 本 の リ ン ス 用 ノ ズ ル の み 配 置 す る こ と も 可 能
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 基 板 保 持 手 段 ５ に は 、 洗 浄 時 の 薬 液 、 リ ン ス 液 の 排 液 を 受 け る カ ッ プ ２ ０ が 配 置 さ れ 、
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排 液 が 排 液 口 ２ １ よ り 排 液 用 バ ル ブ ２ ２ を 通 じ て ド レ ン ２ ４ に 排 出 で き よ う に な さ れ て い
る 。 チ ャ ン バ ー ３ １ に は 、 半 導 体 基 板 ３ ０ の 搬 出 入 口 ２ が 開 閉 可 能 に 設 け ら れ る 。 薬 液 ８
は 、 薬 液 用 バ ル ブ ９ を 通 じ て 薬 液 用 ノ ズ ル １ ０ に 供 給 さ れ る 。 リ ン ス 液 １ ４ は 、 リ ン ス 液
用 バ ル ブ １ ５ を 通 じ て リ ン ス 用 ノ ズ ル １ ６ ［ １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ ］ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 上 述 の 本 実 施 の 形 態 に 係 る 枚 葉 式 洗 浄 装 置 １ を 用 い て 基 板 を 洗 浄 す る 洗 浄 方 法 に
つ い て 説 明 す る 。 本 例 で は 、 シ リ コ ン 基 板 上 に 配 線 パ タ ー ン を 形 成 し て ド ラ イ エ ッ チ ン グ
処 理 し レ ジ ス ト マ ス ク を 剥 離 除 去 し た 後 の 、 基 板 上 に 加 工 残 渣 物 （ ポ リ マ ー ） が 発 生 し た
半 導 体 基 板 ３ ０ の 洗 浄 に 適 用 し た 場 合 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 先 ず 、 ポ リ マ ー や 残 留 物 等 の 付 い た 基 板 ３ ０ を 搬 出 入 口 ２ か ら チ ャ ン バ ー ３ １ 内 に 搬 入
し 、 基 板 保 持 手 段 ５ の 真 空 チ ャ ッ ク ６ 上 に 真 空 吸 着 し て 保 持 す る 。 待 機 位 置 か ら モ ー タ １
３ を 駆 動 さ せ て ア ー ム １ １ を 回 動 し 、 薬 液 用 ノ ズ ル １ ０ を 基 板 ３ ０ 上 中 心 部 に 移 動 さ せ る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 基 板 ３ ０ を モ ー タ ７ で 回 転 さ せ つ つ 、 薬 液 用 ノ ズ ル １ ０ か ら 薬 液 ８ を 吐 出 し て 半
導 体 基 板 上 ３ ０ の ポ リ マ ー 残 渣 の 除 去 を 行 う 。 例 え ば 、 薬 液 に は 、 有 機 溶 剤 も し く は 有 機
酸 等 の 添 加 物 を 含 有 し た 有 機 系 薬 液 を 用 い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 薬 液 ８ に よ る 洗 浄 処 理 を 終 了 す る 。 終 了 後 、 薬 液 用 ノ ズ ル １ １ が 、 ア ー ム １ １ を
介 し て 待 機 位 置 へ 回 動 し 始 め る と 同 時 に 、 リ ン ス 用 ノ ズ ル １ ６ 〔 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ 〕 か ら リ
ン ス 液 １ ４ を 回 転 す る 基 板 ３ ０ 上 に 吐 出 し て リ ン ス 処 理 を 行 う 。 一 方 の リ ン ス 用 ノ ズ ル １
６ Ａ か ら の リ ン ス 液 は 、 基 板 ３ ０ の 中 央 部 分 に 供 給 さ れ 、 他 方 の リ ン ス 用 ノ ズ ル １ ６ Ｂ か
ら の リ ン ス 液 は 、 基 板 ３ ０ の 半 径 方 向 の 中 間 部 分 に 供 給 さ れ る 。 こ の 場 合 、 薬 液 用 ノ ズ ル
１ ０ か ら の 薬 液 ８ の 吐 出 が 終 了 し て 、 リ ン ス 液 １ ４ が リ ン ス 用 ノ ズ ル １ ６ か ら 吐 出 開 始 さ
れ る ま で の 時 間 Ｔ は 、 ０ ． ５ 秒 ～ １ ． ５ 秒 の 短 時 間 で 切 り 替 え ら れ る 。 こ の リ ン ス 液 １ ４
の 吐 出 流 量 Ｍ と し て は 、 ４ ０ ０ ｍ ｌ ／ 分 ～ １ ０ ０ ０ ｍ ｌ ／ 分 と す る 。 理 由 は 後 述 す る 。 リ
ン ス 用 ノ ズ ル １ ６ ［ １ ６ Ａ 、 １ ６ Ｂ ］ か ら 均 一 に 吐 出 さ れ る 。 さ ら に 、 リ ン ス 処 理 時 の 基
板 ３ ０ の 回 転 数 Ｎ は 、 １ ５ ０ ｒ ｐ ｍ ～ １ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ と す る 。 リ ン ス 液 １ ４ と し て は 、 純
水 （ 冷 水 、 温 水 等 ） を 用 い る 。 ま た 、 上 述 の 薬 液 処 理 時 の 基 板 ３ ０ の 回 転 数 も １ ５ ０ ｒ ｐ
ｍ ～ １ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 枚 葉 式 洗 浄 装 置 を 用 い た 基 板 洗 浄 方 法 に よ れ ば 、 リ ン ス 用 ノ ズ ル １ ６ Ａ
及 び １ ６ Ｂ を 基 板 ３ ０ の 外 側 位 置 に 固 定 し て 設 置 す る こ と に よ り 、 薬 液 用 ノ ズ ル １ ０ と リ
ン ス 用 ノ ズ ル １ ６ の 移 動 に よ る ノ ズ ル 同 士 の 干 渉 が な く な る た め 、 薬 液 処 理 と リ ン ス 処 理
と の 移 行 時 間 を 早 く す る こ と が 可 能 に な る 。 す な わ ち 、 移 行 時 間 Ｔ を ０ ． ５ 秒 ～ １ ． ５ 秒
の 短 時 間 と す る こ と が 可 能 に な る 。 し た が っ て 、 薬 液 残 の 乾 燥 を 防 ぐ こ と が で き 、 基 板 上
の 欠 陥 （ ポ リ マ ー 残 り ） を 減 ら す こ と が で き る 。 さ ら に 、 リ ン ス 液 の 流 量 、 基 板 の 回 転 数
及 び リ ン ス 液 を 最 適 条 件 と す る こ と で 、 よ り 欠 陥 の 数 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。 基 板 に
付 着 し て い た ポ リ マ ー 及 び 薬 液 の 残 留 物 を き れ い に 洗 浄 除 去 す る こ と が で き る 。
　 ８ イ ン チ 及 び １ ０ イ ン チ の 半 導 体 基 板 の 場 合 に は 、 リ ン ス 用 ノ ズ ル １ ６ Ｂ は 、 半 径 方 向
に 基 板 中 心 よ り １ ２ ０ ｍ ｍ ～ １ ７ ０ ｍ の 位 置 に 向 け て 配 置 し 、 ま た 、 両 リ ン ス 用 ノ ズ ル １
６ ［ １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ ］ は 、 半 導 体 基 板 ３ ０ に 対 す る 吐 出 角 度 θ １ が ３ ０ ° 以 上 、 ５ ０ ° 以
下 と な る よ う に 配 置 さ れ る が 、 逆 に 、 こ の 範 囲 を 越 え た 場 合 は 、 リ ン ス す る リ ン ス 液 の 基
板 上 の 広 が り が 確 保 で き な く な り 、 リ ン ス 処 理 の 効 率 が 低 下 し て し ま う 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 図 ３ ～ 図 ６ を 用 い て 、 本 実 施 の 形 態 の 洗 浄 方 法 と 欠 陥 数 の 低 減 の 関 係 に つ い て 説
明 す る 。 以 下 、 縦 軸 は 、 相 対 数 で 示 す 。
　 図 ３ は 、 従 来 の 洗 浄 装 置 １ ０ １ を 用 い て 洗 浄 し た 物 を ノ ズ ル 無 し と し 、 本 実 施 の 形 態 に
係 る 洗 浄 装 置 １ を 用 い て 洗 浄 し た 物 を ノ ズ ル 有 り と す る と き の 欠 陥 数 の 関 係 を 示 す グ ラ フ
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で あ る 。
　 従 来 の 洗 浄 方 法 で は 、 欠 陥 数 が 多 か っ た が 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 枚 葉 式 洗 浄 装 置 を 用 い
た 洗 浄 方 法 で は 欠 陥 数 を 減 ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ は 、 薬 液 の 吐 出 終 了 か ら リ ン ス 液 の 吐 出 開 始 ま で の 移 行 時 間 と 欠 陥 数 の 関 係 を 示 す
グ ラ フ で あ る 。
　 本 実 施 の 形 態 に 係 る 枚 葉 式 洗 浄 装 置 １ の 薬 液 の 吐 出 終 了 か ら リ ン ス 液 の 吐 出 開 始 ま で の
移 行 時 間 が ０ ． ５ 秒 か ら １ ． ５ 秒 の 間 で は 欠 陥 数 が も っ と も 少 な く 。 移 行 時 間 が 、 １ ． ５
を 超 え る と 欠 陥 数 が 増 加 す る 。 移 行 時 間 が ０ ． ５ 秒 よ り 短 い と 、 薬 液 の 吐 出 を 終 了 し て リ
ン ス 液 を 吐 出 開 始 す る こ と が 困 難 で あ る 。 薬 液 の 吐 出 終 了 か ら リ ン ス 液 の 吐 出 開 始 ま で の
移 行 時 間 が 、 ０ ． ５ 秒 以 上 １ ． ５ 秒 以 下 で あ れ ば 、 基 板 上 の 薬 液 残 が 乾 燥 す る こ と な く 洗
浄 の 効 果 を 向 上 す る こ と が で き る 。 基 板 上 の 欠 陥 数 を 減 少 さ せ る こ と が で き 、 歩 留 り の 向
上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ５ は 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 枚 葉 式 洗 浄 装 置 の リ ン ス 液 の 吐 出 流 量 と 欠 陥 数 の 関 係 を 示
す グ ラ フ で あ る 。
　 本 実 施 の 形 態 に 係 る 枚 葉 式 洗 浄 装 置 １ の リ ン ス 用 ノ ズ ル １ ６ ［ １ ６ Ａ 、 １ ６ Ｂ ］ か ら 均
一 に 吐 出 さ れ る リ ン ス 液 の 吐 出 流 量 が 、 ４ ０ ０ ｍ ｌ ／ 分 ～ １ ０ ０ ０ ｍ ｌ ／ 分 の 範 囲 内 で あ
る と 欠 陥 数 を も っ と も 減 ら す こ と が で き る 。 リ ン ス 液 の 吐 出 流 量 が ４ ０ ０ ｍ ｌ ／ 分 よ り 少
な く な る と 欠 陥 数 が 増 加 し て し ま う 。 吐 出 流 量 が １ ０ ０ ０ ｍ ｌ ／ 分 よ り 多 い 場 合 、 リ ン ス
液 を 大 量 に 消 費 す る た め 、 原 材 料 費 が 増 加 し て し ま う 。 リ ン ス 処 理 の 処 理 時 間 は 確 実 に 洗
浄 を 完 了 さ せ る た め に ６ ０ 秒 ～ ９ ０ 秒 で の 処 理 が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ６ は 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 枚 葉 式 洗 浄 装 置 の 基 板 の 回 転 数 と 欠 陥 数 の 関 係 を 示 す グ ラ
フ で あ る 。
　 本 実 施 の 形 態 に 係 る 枚 葉 式 洗 浄 装 置 １ の 基 板 保 持 手 段 の 真 空 チ ャ ッ ク に よ っ て 基 板 ３ ０
は 保 持 さ れ 、 回 転 手 段 の モ ー タ ７ に よ っ て 回 転 さ せ て い る 。 基 板 ３ ０ の 回 転 は 、 薬 液 用 ノ
ズ ル １ ０ か ら 薬 液 が 吐 出 開 始 さ れ て か ら 、 リ ン ス 用 ノ ズ ル １ ６ か ら リ ン ス 液 の 吐 出 終 了 ま
で 回 転 し 続 け て い る 。
　 基 板 の 回 転 数 が 、 １ ５ ０ ｒ ｐ ｍ ～ １ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ の 範 囲 内 の と き が も っ と も 欠 陥 数 を 減
少 さ せ る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 リ ン ス 処 理 を 確 実 に 行 う こ と が で き る 。 基 板 回 転 数 が
１ ５ ０ ｒ ｐ ｍ よ り 少 な く な る と 欠 陥 数 の 増 加 す る 。 ま た 、 基 板 の 回 転 数 が １ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ
よ り 速 く な る と 欠 陥 数 の 増 加 が 顕 著 に 表 わ れ る 。
　 な お 、 リ ン ス 液 は 純 水 に 限 ら ず 、 例 え ば 、 ２ － プ ロ パ ノ ー ル （ Ｉ Ｐ Ａ ） を 用 い て 、 そ の
後 、 純 水 で リ ン ス 処 理 を 行 う こ と で も 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 枚 葉 洗 浄 方 法 及 び 洗 浄 装 置 を 用 い る こ と に よ り 、 基 板
上 に ド ラ イ エ ッ チ ン グ 時 の 加 工 残 渣 物 の ポ リ マ ー を 良 好 に 洗 浄 除 去 す る こ と が で き る 。 従
っ て 、 例 え ば 半 導 体 装 置 の 製 造 に お け る 半 導 体 基 板 の 洗 浄 に 適 用 し た 場 合 、 そ の 洗 浄 を 確
実 に 行 え 、 洗 浄 歩 留 り を 向 上 す る こ と が で き る 。 こ の こ と は 、 最 終 的 に 製 造 さ れ る 半 導 体
装 置 の 製 造 歩 留 り を 向 上 し 、 信 頼 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 例 で は 、 本 発 明 の 洗 浄 方 法 を 半 導 体 基 板 の 洗 浄 に 適 用 し た が 、 液 晶 表 示 装 置 用 ガ ラ ス
基 板 、 フ ォ ト マ ス ク 用 ガ ラ ス 基 板 、 光 デ ィ ス ク 用 基 板 等 の 洗 浄 に も 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 枚 葉 式 洗 浄 装 置 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 Ａ 　 図 １ の 要 部 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 　 　 　 　 　 　 Ｂ 　 図 ２ Ａ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の リ ン ス 用 ノ ズ ル と 本 発 明 に 係 る 枚 葉 式 洗 浄 装 置 の リ ン ス 用 ノ ズ ル を 用 い る
と き の 欠 陥 数 を 比 較 し た グ ラ フ で あ る 。
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【 図 ４ 】 薬 液 の 吐 出 終 了 後 か ら リ ン ス 液 の 吐 出 開 始 ま で の 移 行 時 間 と 欠 陥 数 の 関 係 を 示 す
グ ラ フ で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 枚 葉 式 洗 浄 装 置 の リ ン ス 液 の 吐 出 流 量 と 欠 陥 数 の 関 係 を 示 す グ ラ フ
で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 枚 葉 式 洗 浄 装 置 の リ ン ス 液 の 吐 出 流 量 と 欠 陥 数 の 関 係 を 示 す グ ラ フ
で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 枚 葉 式 洗 浄 装 置 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の 要 部 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 １ ・ ・ 枚 葉 式 洗 浄 装 置 、 ２ ・ ・ 搬 出 入 口 、 ３ ・ ・ シ ャ ッ タ ー 、 ５ ・ ・ 基 板 保 持 手 段 、 ６
・ ・ チ ャ ッ ク 、 ７ ・ ・ モ ー タ 、 ８ ・ ・ 薬 液 、 ９ ・ ・ 薬 液 用 バ ル ブ 、 １ ０ ・ ・ 薬 液 用 ノ ズ ル
、 １ １ ・ ・ ア ー ム 、 １ ２ ・ ・ 薬 液 供 給 手 段 、 １ ３ ・ ・ モ ー タ 、 １ ４ ・ ・ リ ン ス 液 、 １ ５ ・
・ リ ン ス 用 バ ル ブ 、 １ ６ ・ ・ リ ン ス 用 ノ ズ ル 、 １ ８ ・ ・ リ ン ス 液 供 給 手 段 、 ２ ０ ・ ・ カ ッ
プ 、 ２ １ ・ ・ 排 液 口 、 ２ ２ ・ ・ 排 液 用 バ ル ブ 、 ２ ４ ・ ・ ド レ ン 、 ３ ０ ・ ・ 基 板 、 ３ １ ・ ・
チ ャ ン バ ー 、 １ ０ ２ ・ ・ 搬 出 入 口 、 １ ０ ５ ・ ・ 基 板 保 持 手 段 、 １ ０ ６ ・ ・ 真 空 チ ャ ッ ク 、
１ ０ ７ ・ ・ モ ー タ 、 １ ０ ８ ・ ・ 薬 液 、 １ ０ ９ ・ ・ 薬 液 用 バ ル ブ 、 １ １ ０ ・ ・ 薬 液 用 ノ ズ ル
、 １ １ １ ・ ・ ア ー ム 、 １ １ ２ ・ ・ 薬 液 供 給 手 段 、 １ １ ３ ・ ・ モ ー タ 、 １ １ ４ ・ ・ リ ン ス 液
、 １ １ ５ ・ ・ リ ン ス 用 バ ル ブ 、 １ １ ６ ・ ・ リ ン ス 用 ノ ズ ル 、 １ １ ７ ・ ・ ア ー ム 、 １ １ ８ ・
・ リ ン ス 液 供 給 手 段 、 １ １ ９ ・ ・ モ ー タ 、 １ ２ ０ ・ ・ カ ッ プ 、 １ ２ １ ・ ・ 排 液 口 、 １ ２ ２
・ ・ 排 液 用 バ ル ブ 、 １ ２ ４ ・ ・ ド レ ン 、 １ ３ ０ ・ ・ 基 板 、 １ ３ １ ・ ・ チ ャ ン バ ー
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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